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イオウ酸1ヒ型細菌の 鬪 旨質 ：共生二枚貝月旨質か らの 推定

。齋藤 洋昭

中央冰産研究所

D

【目的】深海性の 二 枚貝で ある （ral）eJtogena属の シ ロ ウリガイは，世界中の冷湧水噴出孔で様々 に分化し，多数生息し

てい る。シ ロ ウリガイは ， 化学合成細菌と共生し， 低温・高圧下の 極限環境に生息して い る。 中でも，ナギナタシ ロ ウリガ

イ（α加 tOgeua　phcxsa・z伽 な）は ，最深部の 種で、消化管が ほ とん ど退化し、良く発達し肥大化したエ ラを持ち、そこに

硫黄酸1［湘 菌を共生させ て い る。エ ラ中の 共生細菌は ， 湧水中の 硫化水素などの 化学成分を利用して 生命活動を行い ，

生み出した栄養を宿主に提供して い る。この化学合成共生系の生体化学成分は，ほ とん ど明らか にされて い ない 。本

報告で は C．　phaseolifonutsの 脂質成分を明らか にすることから， それらの 共生系の 産生する成分を探るとともに、それら

の 共生関係へ の 示唆を得ることを目的とする。

【方法】目本海溝（水深 6β67m）で ナギナタシ ロ ウリガイを採集し、軟体部ひら脂質を抽出し、脂質クラス および脂肪酸

組成を調ぺ た。

【結果と考察】主要脂肪酸は、す べ て の クラス で 類似し、特にポリエ ン 酸は、n−1、n4 、n −7 非 メチ レン 中断型不蜥 ロポリ

エ ン酉an4　f　nmilynon −medtylerie 　iniemrptedpolyunsaturated　flitty　acids ）の みで桿疑 れ、　DHA や EPA などの n −3PUFA、リ

ノ
ー

ル 酸などの n −6PUFA は、まっ た く確認されな か っ た 。
これらの 癜 族脂肪酸類は、その 共生細菌由来で あることが

推定され、硫黄酸化型細菌の脂肪酸合成系の 特異性と多様1生、宿主の 脂月絲賊 に影響する強い 活陸能が示唆され
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四万十帯地下帯水層中で の メタン生成過程の 解明

o 梨本 裕晃、清水 幹雄、木村 浩之

静岡大理地球

D

富士山や伊豆半島が位置する静岡県東部の 地下圏は 主 に溶岩やテフラに よっ て構成され て おり、比較的有機物が少

ない
。

一
方、静岡県中西部 の 地下圏は、厚い 堆積層 によっ て 構成され て おり、豊富な有機物 が存在する。 静岡県中西

部の 堆積層は 、駿河湾か ら園 ・卜灘 沖に お い て海洋プ レ
ー

トが沈み込む際に海洋底にたまっ た堆積物がはぎとられて

陸側に押しっ けられた付加体および前弧海盆の 堆積物に由来し、主に四万十帯と呼ばれてい る。さらに、四万十帯の

地下 1
，
000rn以深に は高温の 帯水層が存在することがあり、そこ に は大量の メタン が溶存してい るこ とが報告されて い る。

本研究で は静岡県中西部四万十帯の 深部帯水層中に 見られるメタン の 生成過程を解明するこ とを目的とした。

発表者らは 、静岡県中西部の 温泉施設が所有する掘削井から地下水および溶存ガス を採取し、 各種化学分析を行っ

た。 さらに、地下水中の 微生物の 各種嫌気培養、生成ガス モ ニ タリング、遺伝子解 析を試みた，

同位体化学分析 の 結果、深部帯水層中の 地下水は天水由来 で あるこ と、C〔乃還元によりメタン が 生成されてい ること

が示唆された。さらに、地下水を用い た嫌気培養と遺伝子解祈の結果、好熱1生水素利用型 メタン 生成菌の増殖とメタン

の 生成が確認され た。
一

方、地 下水に酵母エ キス やグル コ ース などの 有機物を添加した嫌気培養と遺伝子角翆析の 結果、

女i酬 生発酵細菌 の 増殖と水素生成が確認1された。一連 の 研究結果より、深部帯水層中で は水素発生型発酵細菌と水素

利用型メタン 生成菌に よる嫌気的有機物分解に よっ て メタン 生成がお こっ て い る可能 1生が 示 1麩 れた 。
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